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ンターとの共催で、第 14 回関西大学 FD フォーラム・大学教育学会課題研究「学士課程教育における共
通教育の質保証」合同企画イべント「学習成果をどう評価するか？―評価課題とルーブリックの開発―」
を開催した（10 月 3 日、関西大学千里山キャンパス、http://www.las.osakafu-u.ac.jp/~takahasi/ 































関関係‐成果と課題‐」という報告を行った。白川、森、山田の 3 人で 2016 年度の Association for 
Institutional Researchに“Self-claimed ability vs. tested ability of students: A case study in Japan”という題名
で応募し、採択された。2016 年 5 月にニューオリーンズで paper presentation を行う予定である。同年 5
月には，台湾教育社会学会からの招聘を受けて、「間接評価と直接評価の統合による学修成果の測定（仮）」
というタイトルで森と山田が共同発表を行う予定である。 
 
サブテーマ4「共通教育における質保証のためのマネジメント」活動報告 
【活動】本年度は、これまでの研究成果を総合的に検討しながら、共通教育の質保証のためのマネジメン
トのティップス開発に向けて研究を進めた。具体的には、2015年5〜6月にエビデンスに基づく教育改善
に積極的であると評価される「平成26年度AP事業（「テーマⅠ： アクティブ・ラーニング」と「テー
マⅡ：学修成果の可視化」の複合型）」の採択校（約20校）を対象に、共通教育の質保証のためのマネジ
メントに関するアンケート調査（自由記述式）を実施した。共通教育の「目標設定」「実施」「評価」「改善」
「マネジメント全体」について、工夫した点や困難な点、今後の課題等を尋ねた。これらの自由記述回答
を手がかりに、採択校における共通教育の質保証のためのマネジメントにかかわる視点や手法を構造化す
るとともに、複数機関においてより詳細な聴き取りを行う訪問調査を実施した。あわせて、本課題研究の
他のサブテーマの研究成果から見えてきた共通教育のマネジメントにかかわる論点の整理も並行して進め
た。以上の研究成果をふまえながら、共通教育における質保証のためのマネジメントの実践知のまとまり
とも見なせるティップス（暫定版）を開発した。 
【報告】2015年大会ラウンドテーブルにて、共通教育の質保証のマネジメントに関して、名古屋商科大学
と大正大学のケーススタディを報告した。また、最終的な研究成果物として、「共通教育における質保証の
ためのマネジメントのティップス（暫定版）」を2015年課題研究集会シンポジウムにおいて報告した。な
お、同ティップスは微修正の後、「共通教育の質保証のためのマネジメントのティップス Ver.1.0」とし
て、現在本学会ウェブサイトにおいて公表されている。 
 
